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デカルトを再読して
－道徳あるいは徳について一
RereadingDescartes,moralsorvirtue
はじめに
デカルトを最後にまとめて読んだのはいつであったか
は明確ではない。多くの人がこの古典を何年も読み続け
ており、また、久しぶりに読んだと言いながら必ずと言
って良いほど再び賞賛を与えるのをみると、私ももう一
度読んでみようという気になった。
私の講義の中でも時々話をするのだが、自分が学部学
生の頃ゼミの発表の際不用意に訳語を使ってしまったと
きの苦い経験を今でも覚えている。デカルトについての
ゼミではなくベルクソンのそれであったのだが、
"morale"『道徳』あるいは"vertu''『徳jという訳語
であった。「道徳に反する」とか「徳がある」などとよ
く使われる言葉であるが、その意味はとても抽象的であ
る。
広辞苑には
道徳morale
ある社会で、その成員の社会に対する、あるいは成
員相互間の行為を規制するものとして、一般に承認
されている規範の総体。法律のような外面的強制力
を伴うものでなく、個人の内面的なもの｡･･･
徳vertu
①④心に養い身に得たところ。人道を悟って行為に
表すこと。道徳。善道、正義が行為にあらわれるこ
と。②道徳的に善い行為をするような性格の習慣。
③生来有する性質。天性。品性。④人を感化し、ま
た敬服させる力｡…
とある。
「道徳』『徳』という語は多くの意味に使われている。
われわれが日常使う場合にしても抽象的で漠然とした理
解のまま、はっきり理解していないのに、ほかに良い言
葉が見つからないから使ってしまう場合が多いのではな
いだろうか。私の恩師である澤潟久敬先生は言葉の意味
にとても厳密であった。特に哲学用語においてはその語
の意味がその哲学者の理解に直接つながるからであり、
哲学を勉強する者にとって当然の態度であるのだが、先
生は専門用語に限らずその著述の一字一句に厳密であっ
た。何度も何度も繰り返し同じことをわれわれに教えて
くださったのである。かといって難解な言葉で説明され
牧博之
HiroyukiMaki
るのではなく、とてもわかりやすい例や比喰を使って示
された。私が比嶮に興味を持ってその研究を続けてきた
のもそれゆえであった。今でもよくおぼえている恩師の
知見にとんだ言葉の一つに「本当に理解していることは
知識、偏見のない中学生や小学生にさえ説明できる」と
いうものがある。いつも気には留めていながらその通り
にできず反省の日々である。
ところで、今回はこの語"morale""vertu"を中心
にデカルトを再読してみることにする。
1「方法序説』と『哲学原理』
1－1方法序説Discoursdelamethode、1637
Lebonsensestlachosedumondela
mieuxpartag6e…lapuissanacedebien
juger,etdistinguerlevraid'aveclefaux,
quiestproprementcequ'onnommele
bonssensoularaison,estnaturellement
6galeentousleshommes･･･
良識はこの世の中でもっとも公平に分かち与え
られたものである･･･良識あるいは理性と呼ば
れ、よく判断する力そして真実を虚偽と区別す
る力はすべての人に生まれながら平等である。
(OeuvreⅥ、P1-P2/著作集1，P12)
という有名な文に始まる『方法序説』は次のような過程
で出版された。デカルトは1633年には「世界論」とし
て本を出版しようとその原稿をつくってしまっていたの
だが、その頃ガリレイが『天文学対話』によって宗教裁
判で有罪の判決を受けたことを知り、コペルニクスの地
動説を当然のこととして認めた自らの「世界論』の出版
を断念した。彼から預けられた原稿を読んだメルセンヌ
神父の勧めもあって、デカルトは地動説には触れない三
つの論文「屈折光学」「気象学」「幾何学」を書き上げ、
そしてそれらの論文の序文として『方法序説』を書き
『方法序説および三試論」Discoursdelamethode;
LaDioptrique,LesM6teoresetLaGeometrieが
1637年デカルトの最初の著作として出版された。
このうちの序論として書かれた『方法序説』が後に単
独で出版され読まれるようになった。僅か78ページし
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かないこの序文が近代哲学のバイブルとまで呼ばれるも
のとなったのである。デカルトの研究家として名高い
EtienneGILSONはこの序説に400ペー ジ余の注をつけ
て注釈本を1925年に公刊した。その注釈がいかにすば
らしいものであるかの一例をここに示そう。この方法序
説の表題は次のようになっている。
DISCOURS
DELAMETHODE
POURBIENCONDUIRESARAISONETCHERCHER
LAVERITEDANSLESSCIENCES
日本語訳すると
｢理性をうまく導き諸科学の中に真理を見つけるための
方法についての話」
といった意味である。この16語に下線をつけた3箇所
の注がある。すべてを示すと大変な量になるので、はじ
めのDISCOURSについている注を要約して示すことに
する。その仕事のすばらしさはそれだけで充分に理解で
きるであろう。そこには次のようなことが書いてある。
（メルセンヌ神父宛の1637年3月の手紙の中で）
「私にはあなたがこのタイトルについて異議を唱え
るのがよく理解できません。というのは、私が
TraitedelaMethode(trait6は『論文』の意味）
ではなくDiscoursdelaMethode(discoursは
『談話、話』の意味）と題をつけたのはPrefaceou
AvistouchantlaMethode(方法に関しての序
文あるいは私見）の意味と同じであり、方法を教え
るという意図が私にはなく、ただそれについて話す
という意味からなのです。なぜなら、私が言うこと
をみてわかるように、この方法は理論というより実
践に関わるものであるからです。そして次に続く論
文にもこの方法から引き出される試論(Essajs〃
“"e""肋"e)という名をつけているのである。そ
れは、この方法無くしてはこれらの試論が含む事柄
を発見することができなかったからです。また、同
じ理由によって私はこの最初の序説に形而上学、自
然学そして医学に関する若干のこととを挿入しまし
た。それもこの方法があらゆる種類の素材に適用し
得ることを示すためです。…後略(Oeuvrel、
P349/拙訳）
実はまだこれと同じくらいの注が続くのであるが、
GILSONの注がいかにすごいものであるかはこれだけで
充分わかるであろう。デカルト研究はこの見事な注釈本
を読むことから始まる。
ところで、この序説は彼の思想の自叙伝といえるもの
である。全体は六部に分かれている。最初の第一部では、
彼が学院時代に学んださまざまな学問、もちろん神学、
数学をはじめとする最高の学問から、魔術、錬金術など
いわゆる怪しい学問まででは満足できなかった彼が、そ
れらの学問を捨て世間という大きな書物の研究のために
旅に出て、そこでさまざまな事柄、風習などを体験する
ことにしたいきさつ、そして、ついには自らの中の自然
の光だけを使って自分自身を研究しよう、そして自分の
とるべき道を選ぶために精神の全力を用いようと決心す
ることになったことがまず示されている。この第一部の
諸学問の分析もとても興味深い。例えば
Jesavaisque…lalecturedetouslesbons
livreseStcommeuneconversationavecles
plushonnCtesgensdessiもclespasses,quien
ontetelesauteurs,etm6meuneconversation
etudi6e,enlaquelleilsnenousdecouvrentque
lesmeilleuresdeleurspensees."
「私は知っていた。すべての良書を読むことは、そ
れらの著者であるところの過去の時代の最も優れた
人々とのいわば談話であり、しかも彼らがその思想
の最上のものをわれわれに示してくれる、よく準備
された談話なのであることを」(OeuvreⅥ、P6/
著作集1，P15)
という一節がある。この良書に関する部分も私が学生の
頃にはそれほど気に留めていなかったに違いない。しか
し、良く読んでみるとやはり一字一句に意味があるよう
に思えてくる。例えば、leshonn6teshommesとは当
時17世紀の社交人、教養・才気に富んだ紳士の最上級、
最も才ある社交人たちのことであり、しかも彼らとの会
話conversationたるやetudie充分検討、研究された会
話であるという。そこ良書には作家の思想のうちの最も
優れたもの(lesmeilleuresdeleurspensees=最上
級）だけが認められるというものだが、これはつまり、
待つことが許されない日常の会話においては即興であま
り準備されていない場合が多いのに対し、本として書か
れたものは充分準備されているため作家の最良の思想が
そこにはあり、しかもそこに使われている語は優れて選
択された(etudie)語であるというのである。なぜ最上
級が使ってあるかということに注目すべきであったこと
を思い知らされる。文字にして書くことの意義とそれを
読むことの意義がここにある。
このように非常に簡潔な文章でありながらその奥に多
くのものを含んでいることが方法序説が現代においても
評価される理由なのであろう。今引用した二箇所がこの
本のテーマと僅か5行の文であることからこの本がいか
に凝縮された洗練された著作であるかがうかがえる。
方法序説をご存知ない方のために私はここでデカルト自
身がこの本のはじめに書いた解説をここで示すことで
『方法序説』の第二部以降の構成を示す。
彼によれば、第一部では先ほど例に示したようなさま
ざまな学問についての考察が示されている。第二部では
デカルトが求めた方法の含むおもな規則が示されてい
る。第三部ではこの方法からとりだした道徳のいくつか
が示されている。第四部では神と人間精神との存在の証
明が示されている。これはすなわち形而上学の基礎であ
る。第五部では自然学の諸問題の順序、および特に心臓
の運動と医学に属するいくつかの問題との説明が示され
ている。ここにはわれわれの精神と動物の精神の間にあ
る相違が示されている。そして第六部にはデカルトが自
然の探求にさらに必要なものは何であるのか、彼に著述
をさせた理由がかかれている。(OeuvrⅥ、Pl/著作集
1，Pll要約）これがデカルト自身の各部の要約である。
私は初めにも言ったようにこのうちの第三部にある道徳
の問題をとりあげる。
1－2哲学原理Lesprincipesdelaphilosophie、
1647
方法序説がどんな本であるかは上記の概略でわかって
いただけたと思う。ところでこの自叙伝的序説とは別に
彼の哲学を自ら全体的に的確に表現した文がある。『哲
学原理』の序文である。
デカルトの著作の一つ『哲学原理』Principia
philosophiae,が出版されたのは1644年である。この本
は形而上学と自然学についてを扱っており以前とりやめ
た自然学の一部を公にしたものである。自然学について
は、物質から始まり力学的宇宙論、太陽系、地球につい
てが書かれている。形而上学的なもののおもな内容は神
の存在証明が中心となっている。『方法序説』の中にも
神の存在証明があり、彼の哲学的主著であるこの直前に
出版された『第一哲学についての省察』Meditationes
deprimaphilosophia,1640(いわゆる『省察』）との
比較について大いに研究議論されている部分である。神
デカルトを再読して
の存在証明がデカルトにとっては彼の形而上学の大きな
テーマ、先に引用したように基礎であるからとても重要
ではあるが、私の現在のテーマに絞って言えばこの『哲
学原理』の序文こそ重要なのである。この序文はラテン
語で書かれた『哲学原理』のフランス語訳をピコ神父が
行い、1647年の翻訳出版に際し翻訳者への手紙という
形で長い序文をデカルトが書いたというものである。ま
たしてもこの序文が彼の哲学を理解する上で重要なもの
となった。この序文が彼の哲学観を最も包括的に表すも
のであるとの評価が高い文章だからである。
ところで、後に方法序説第三部の道徳の法則について
言及するが、この原理序文の中にも道徳という言葉が現
れているのであり両者の関係を知る必要がある。デカル
トにとって実は道徳こそ彼の究極の目標であることが明
記されているからである。
(知恵の樹）
こうして哲学全体は一本の木のようなものです。
この木の根は形而上学であり、幹は自然学でありま
す。そしてこの幹から出ている枝が他のすべての学
問にあたります。これらの他の学問は三つの主要な
学問にまとめられます。すなわち、医学、機械学、
道徳です。私の言う道徳とは、最高かつ完全な道徳
であって、それは他の学問の欠けるところのない知
識connaissanceを前提とし、知恵sagesseの最後の
段階であります。
ところで、木の実が摘み取られるのは、木の根か
らでも幹からでもなく、枝の先からだけであるよう
に、哲学の主要な効用も、最後にいたって始めて学
びうる諸部分の効用にかかっているのでありま
す。．､私はそこ（方法序説）で、論理学の主要な規
則（方法）とまだ不完全な道徳の主要な規則とをあ
らまし示しました。この不完全な道徳というのは、
もっと完全な道徳が知られない間、暫定的に従うべ
き道徳のことであります｡…
しかしながら、この計画を終わりまでやりとおす
には、これからもなお私は、地上にあるもっと特殊
な他の物体それぞれの本性、すなわち鉱物や植物や
動物の本性、そしてとりわけ人間の本性を、同じ仕
方で説明しなければならないでしょう。それから最
後に、医学と道徳と機械学とを厳密に論じなければ
ならないでしょう。(OeuvreⅨ－2、P14/著作集
3，P25)
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ここにデカルトが哲学において目指していたものがは
っきり示されている。延長を本性に持つ物質と思考作用
を本性とする精神の二元論をとるデカルトにとって，一
つは物質についての最高の知識、機械学mecaniques
(ここでいう機械学は現在の力学の範蠕のものではなく、
ガリレイの『機械学』で示されているもっと単純なてこ
とか滑車の構造や働きにゼンマイ時計や動力機関をも含
めた運動の説明）と医学m6decineであり、もう一つは
精神についての最高の知恵の段階、道徳moraleである。
2最高の知恵､知恵の段階
2－1知恵の獲得のために
2－1－1知恵sagesse
知恵にはさまざまな段階がありその最高段階にあるの
が真の道徳ということである。では知恵とは何か。知恵
の段階とは何か。
広辞苑では
知恵
①物事の理を悟り、是非善悪を弁別する心の作用。
物事を思慮し、計画し、処理する力。②…③四つの
徳のうちの一つ。古代ギリシア以来、哲学者によっ
てさまざまな意味を与えられているが、今日では一
般に、科学的知識とも、また、一時的な功利的目的
と結びつく利口さとも異なる、人生の指針となるよ
うな､人格と深く結びついている実践的知識をいう。
知恵ついてデカルトは
知恵とは単に実生活における分別をさすばかりでな
く、人間の知りうるあらゆることについての完全な
知識、自分の生活の指導のためにも、健康の保持や
あらゆる技術の発明のためにも役立つような知識を
もさすこと。この知識がこれらの目的に役立つもの
であるためには、それが第一原因から導き出される
事が必要であり、したがって、こういう知識の獲得
に努める、これが本来哲学すると名づけられること
です。
(OeuvreⅨ－2、P2/著作集3，P15-P16)
知恵の段階には5段階あり最初の考察なしで獲得で
きる概念から始まり、感覚の経験によるもの、他人
との談話から得るもの、そして特に優れた人々によ
って書かれたものの読書から得られるものの段階へ
と進む。そして最後の五段階は、それ以前のものと
は大きく異なる第一原理から演鐸によって知りうる
知恵の段階であります。先人、ソクラテス、プラト
ン、アリストテレスらが多くの権威をもつほど仰が
れたにせよ、その後さまざまな流派に分かれていっ
てしまいどうしても真理を追究できなかったのは彼
ら先人が第四段階までの知識で終わってしまってい
たためであります。(OeuvreⅨ－2、P5/著作集
3，P18)
くり返していうが､デカルトにとって哲学の目的は知恵、
あらゆる学問の知識を前提にした最高の知恵、すなわち
真の道徳である。それを得るためには完全な知識、砂の
上の楼閣ではない堅固な基礎のもとにたつ知識の獲得が
前提として必要であり、それをなすのが哲学の役目であ
るとする。悪徳vices、さらには見かけにすぎない徳
vertusapparentesから、真の徳vraiesvertusを区
別するにはこの手順が必要であることを説くのである。
危険をあまりに恐れすぎて逃げ出すもの方がそれを
感じなさすぎて危険に立ち向かうものより数多く見
出されるということから、無謀な勇気が徳としてみ
なされたり、浪費家のほうが気前が良い人よりも賞
賛されたり、本当に善人である人々が迷信家たちや
偽善家たちよりずっと信心深さにおいて評価されな
かったりするということがおきます。それらは無知
あるいは誤りをともなった徳であり、真理の正確な
認識から生まれる本当の徳ではないのです。
(OeuvreⅨ－2，P21著作集3、P12)
われわれの行動を規制し生活を導くためには知恵が必要
である、人間の知りうるあらゆることについての完全な
知識から、自分の生活の指導のためにも健康の保持やあ
らゆる技術の発明のためにも役立つ知恵を探求すること
こそが哲学であり、哲学することのみが理性を持つ人間
の使命であるというデカルトは、よく知ることはよく生
きることであるというソクラテスの教えそのものであ
る。よく生きるための最高の知恵が道徳であるというの
だ。
しかし、いわゆる真の徳といわれるもの、上記の善良、
信仰、勇気などは、愚直さ、恐怖、絶望から生まれるも
のでありこれらは実は何らかの欠如や誤り、すなわち何
らかの不完全さから生じたものであるので異なった名前
で呼ばれ、それらは真の徳ではない。これに対し、本当
の認識だけから導かれた純粋で完全な徳はすべて同じ本
性natureを持ち、それらはすべてが融合され、同じ知






